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図 1:単結晶Sr2Ru04のRuNMRスペクトル (a)C⊥11,(b)CIJH
ここで軌道による嘩微細結合定数 (Horb)は Ilartree-Fockの計算値 【6】及び結晶中での減
少率を考慮 した+380(hoe/FIB)を用いた.ここで問題となるのが内殻偏極の効果による
超微細結合定数 (Hcp)であるが､私の知る範凶では常磁性状態で Ru核の '^-･1,Plotは
なされておらず､実験から常磁性状態の Hcpは求められていない｡今回 Ruサイ トから
見て､Sr2Ru04と同じ8面体構造を持つ SrRuO3(強磁性転移温度 Tc ～ 160K)の強磁性
状態でのゼロ磁場 NMRを観測 し､[7]その結果得られた Hc2, --300(hoe/FIB)の億を
用いた.実験値xobs～ 9.13×10~4(emu/mol)､Kobs･--2.98((冗)を用いて見壌もられた
スピン帯磁率はx s ～7.6×10~4(emu/mol)であり､バンド計算から見積 もられる帯磁率
,I,bu.nd-1･4×1014(emu/mol)より5.4倍程度増大されていることがわかった｡この結
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研究会報告
常にきれいなことや､deHaa.S-va.nAlphen効果の実験からlIlea.nfreepa.thはJ～1000Å以
上と見積もられることから､この結晶はclea.11ilnit状態にあると考えられる.この事は実
験で観測された残留状態密度は､結晶の不整や不純物によって生じたとは考えにくく､む
しろこの超伝導の持つ本質的な性質である可能性がある｡理論の立場からこの大きな残留
状態密度の起源は､この超伝導状態がnon-unita.ry状態にあることにより引き起こされて
いるという指摘もある｡【15,161この場合本質的に残留状態密度は常伝導状態の半分存在す
る｡現段階ではこの大きな残留状態密度の起源について結論を出すに至っていないが､今
後明らかにするためにも高いTcを持つ試料の､低温での物理髭の測定は不可欠である｡
以上述べてきたように､大きな残留状態密度の起源について問題は残されているが､
Sr2Ru04においても重い電子系や銅酸化物超伝導で見られた異方的超伝導が実現してい
る可能性は非常に高いと考えられる.今後'/-0の強磁件的ゆらぎゃ 2次元的フェル ミ面
の構造が､其方的超伝導の出現にどのように関係しているのか明らかにしていきたい｡
本稿にあたり日頃より議論頂いている､三宅教授､成清氏､大西氏に感謝致します｡ま
た京大の吉村氏､木山氏には有益な議論を頂きました｡最後に本実験にあたり藤氏､椋田
氏には実験面でお世話になりました｡各氏に感謝致します｡
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